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■点鐘：本多会長
■ロータリーソング斉唱「手に手つないで」
　　：ソングリーダー　尾身会員
■「四つのテスト」斉唱（歌）
■「ロータリーの目的」東京臨海RCVer.唱和
　　：佐藤正樹副会長
■来賓・ゲストスピーカー紹介：本多会長
　　ゲストスピーカー　横山大輔様
■ビジター紹介：酒井会員
　　中塚央行様（佐藤大輔幹事友人・入会検討者）
　　山家陽人様（職場体験・松江二中）
　　島野祥平様（職場体験・松江二中）
■会長報告：本多会長
　・一般財団法人比国育英会バギオ基金より、
　　当クラブに第118回感謝状が届きました。
　・東京臨海西RCは、今週2月1日（金）に例会
　　あります。
■幹事報告：佐藤大輔幹事
　・バギオだより1月号、ロータリーの友2月号、
　　抜萃のつづりその78を会員皆様のメールボック
　　スに配布しました。
　・米山寄付とロータリー財団寄付の確定申告用領
　　収書を本日、会員皆様にお渡ししてます。
　・下半期分クラブ会費の納入期限は、1月末とさ
　　せて頂いてますので宜しくお願い致します。
　　また、忘年家族会会費、地区大会登録料の納入
　　がまだの方は、あわせて納入をお願い致します。
　・2月のロータリーレートは、1ドル＝110円に　
　　変更になります。

2019年１月30日第 1127 回　例会報告

２月６日の卓話 ２月１３日の卓話１月３０日の出席率

「イニシエーションスピーチ」 「バギオ訪問記」

当クラブ会員
櫻田　誠一　様

東京臨海西ロータリークラブ
副会長  飯塚憲貴　様
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■委員会報告
　・地区研修協議会実行委員会
　　　　　　　　　　　（大澤実行委員長）
　　地区研修協議会実行委員会第2回全体会議
　　を2月13日の例会後に開催致しますので、
　　会員皆様の出席をお願い致します。
　・ロータリー財団担当（入澤委員）
　　本日お渡ししたロータリー財団寄付の確
　　定申告用領収書は、昨年の7月～12月に寄
　　付頂いた分です。今年1月に入ってからの
　　は含まれません。
■出席状況報告：村社委員
　　⇒詳細1頁バナー下に掲載。
■ニコニコBOX報告：尾身会員
　(ご意向)
　横山大輔様、卓話宜しくお願い致します。
　：本多会長、佐藤正樹副会長、須藤会員、
　　田村会員、村社会員、入澤会員、
　　大澤会員、斉藤会員、酒井会員、
　　山田会員、勝間田会員、中村会員、
　　髙橋会員、笹本会員、佐久間栄一会員、
　　篠塚慎之介会員、尾身会員
(ご意向) 
　本日は、職場体験の中学生2名を連れてきま
　した。よろしくお願い致します。また、入
　会検討者を連れてきました。皆さん、宜し
　くお願い致します。：佐藤大輔幹事
＊卓話者 横山大輔様よりお車代をニコニコに
　頂戴致しました。
【19件　65,000円  累計1,344,241円】

■卓話　　　（紹介者：舛本俊輔会員）
「どのようにすれば社員が自ら考え動きだす
　のか？」
　　　株式会社エプルガ　
　　　　　　執行役員　横山大輔様

■点鐘：本多会長

　元米山奨学生のコーリー君が、１月２９日(火)
アメリカに帰国しました。
　空港へ向かう前に、カウンセラーの鈴木会員
のお宅へ挨拶に訪れ、鈴木会員の絶大な支援に
対するお礼と、臨海RCの皆様への感謝、そして
他の米山奨学生では感じ得ない日本国とロータ
リーを通して得られた感動を熱く語っていかれ
たそうです。
　今後はミネソタの実家に１週間ほど滞在した
後、彼女の待つニューヨークに向かうとのこと
です。
　日本で学んだことを生かせる仕事を見つけて、
将来的には起業も考えているそうです。
　コーリー君はこれまでの米山奨学生に比べて、
とても身近に感じる奨学生だったと思います。
　これもカウンセラーの鈴木会員が親身になっ
て物心両面から支えていたからこそだと思いま
す。
　鈴木会員、カウンセラー本当にお疲れ様でし
た。そして、コーリー君の今後の活躍をお祈り
いたします。

コーリー君　無事帰国しました。
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